
海業推進の方向性について

令 和 ６ 年 ６ 月 ２ ６ 日

愛南町 海業推進室

うみぎょう



海業（うみぎょう）とは

海業（うみぎょう）とは：

海や漁村の地域資源の価値や魅力を活用する事業であって、

国内外からの多様なニーズに応えることにより、

地域のにぎわいや所得と雇用を生み出すことが期待されるもの

『漁港漁場整備長期計画』より引用
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♯愛媛県愛南町の概要

愛媛県の最南端（松山から車で２時間）

海や漁村など地域の魅力を活用した地域活性化策 ―『海業（うみぎょう）』を2023年４月から始動‼―

総人口：約1.9万人（2024.4）

来訪客数：約70万人（2021）

主要産業：水産業、農業

特徴：
足摺宇和国立公園に立地し、起伏
に富んだ海岸地形、サンゴ礁、生業
たる養殖業、柑橘畑が共存

養殖マダイは全国シェア
約20％（約1.2万トン）

河内晩柑(和製グレープフルーツ)
は生産量日本一(約5,000トン)

ありのままの自然素材を
活用した工作体験

日本の渚百選にも選ばれた
須ノ川海岸

世界有数のソフトコーラルが
群生するダイビングスポット 美しい日本の歴史的風景100選にも選ばれた石垣の漁村 外泊

生鮮カツオ陸揚量は四国一
（約１千５百トン）

愛南町のご紹介
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キーワード：地域資源、ツーリズム、マリンレジャー、サステナビリティ、エシカル消費



様々な解釈 ～2023年７月27日 海業推進会議 李准教授 発表資料～
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様々な解釈 ～2023年７月27日 海業推進会議 李准教授 発表資料～
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様々な解釈 ～2023年７月27日 海業推進会議 李准教授 発表資料～
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愛南町の漁業・養殖業

♯漁業の概要 ※愛南漁協業務報告書（2022年４月～2023年３月）、久良漁協業務報告書（2023年１月～2023年12月）から愛南町作成

♯養殖業の概要 ※港勢調査（2022年）から愛南町作成（円グラフからは真珠母貝、真珠養殖を除く）

※港勢調査（2022年）から愛南町作成

※この他、真珠母貝、真珠、その他貝類等あり

養殖種類 生産量（トン） 生産金額（千円）
マダイ 12,499 10,849,306
ブリ類 2,603 3,628,164
クロマグロ 381 1,039,799
かき 171 92,385
その他の魚類
（シマアジ、マサバなど）

512 909,510
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「ぎょしょく」活動 ～７つのぎょしょく～
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★第６回食育活動表彰 消費・安全局長賞受賞（令和４年度）



海洋資源開発センター

８

H.3 海洋資源開発センター設立
・愛南町の海域でアコヤガイの天然採苗

が不安定になる。

→人工種苗生産や養殖技術支援を目的に

設立

H.6

H.4

アコヤ貝の人工種苗生産に成功

赤変病に耐性がある貝の開発を開始
・赤変病によりアコヤガイの大量斃死

→県や漁協と連携し、死なない貝の開発へ

H.13

赤変病に耐性がある貝の開発に成功
→「耐性貝」と命名

→翌年には、耐性貝と中国貝を交配種

「耐性交雑貝」を生産

→天然種苗から人工種苗への転換期に

H.22

新養殖品種の開発用施設の拡充
→ヒジキ、ヒロメなどの試験養殖を実施

R.元 新たな病気に耐性がある貝の開発を開始
・原因不明の病気により稚貝が大量死

→令和4年に原因種が明らかに（ビルナウイルス）

→開発されたPCR検査法を導入し、定期的に検査

して生産者への注意喚起を実施

→これまでのノウハウを活用し、死なない

稚貝の開発へ

種苗生産の様子

センター全体像

生産した種苗

当センターで生産した

貝は病気に強いだ

けでなく、高品質の

真珠が生産される

ため、高評価を得て

いる。

（農林水産大臣賞を何度

も受賞）耐性貝の真珠



愛媛大学南予水産研究センターの開設（H20.4.1～）
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（愛南町役場西海支所内）

船越ステーション

【研究内容】～レジデント型研究教育の実践～

①漁場環境の研究
②養殖魚の生態に関する基礎研究
③水産物の普及・販売・流通に関する研究
④水産人材の育成

平成20年４月１日～

（旧西海町庁舎の有効利用）

（愛南町地域産業研究・普及センター内）
西浦ステーション

平成25年４月１日～

（旧西浦小学校の有効利用）



今年度のテーマ「実装」…具体的な行動とプロジェクトの深化

10

① 改正後の漁港漁場整備法に基づく規制緩和を利用して
新しい取組を始める

② “広義の海業”として、水産業に根差したまちづくりと
一体的に実施

２つの方向性



海業のはじまり －水産庁資料－
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海業のはじまり －水産庁資料－



（参考）漁港における海業の目指す姿 －水産庁資料－
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（参考）漁港における海業の目指す姿 －水産庁資料－



2022年３月～ 自民党 有志議員による「海業に係る勉強会」
計３回開催

自民党における議論の変遷

19

2022年９月～ 自民党 水産政策推進議員協議会
「海業振興専門部会」 計５回開催
（部会長：小泉進次郎 衆議院議員）

2023年８月～ 自民党 水産総合調査会「海業振興勉強会」
これまで計８回開催

（部会長：小泉進次郎 衆議院議員）

⇒ 2023年６月 中間とりまとめ公表

⇒ 2024年５月23日 最終とりまとめ公表

（2023年６月 改正漁港漁場整備法の成立）

■ R6.6.11 水産経済新聞



２つの方向性
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① 改正後の漁港漁場整備法に基づく規制緩和を利用して
新しい取組を始める

② “広義の海業”として、水産業に根差したまちづくりと
一体的に実施



愛南町における海業のはじまり

■ 令和５年３月８日（水）の水産庁プレスリリース

■ 令和５年３月23日（木）の愛媛新聞

■ 令和４年11月～ 海業振興モデル地区公募開始（水産庁）

■ 令和５年１月20日 海業振興モデル地区申請書提出
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海業振興モデル地区の申請で主張したこと（令和5年1月20日時点）
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海業振興モデル地区の申請で主張したこと（令和5年1月20日時点）

■ 地域が抱える課題

✓ 鉄道や高規格幹線道路の整備の遅れ
✓ ５か年人口減少率が約10％（４期連続）
✓ 65歳の人口割合が40％以上の深刻な高齢化率
✓ 観光の受け皿となる宿泊施設、産直施設の不足

■ モデル地区を希望した背景、目的、理由

✓ 何もしないと衰退していく危機感
✓ 生かしきれていない町内の豊かな「食」と「自然」を町全体が一体となって生かしたい
✓ 高規格幹線道路の開通を見越した基盤づくり
✓ 「愛南町SDGs水産環境未来都市構想」の策定を契機とした持続可能なまちづくり

■検討したい海業の取組内容

＜海業コンセプト＞楽しく学べるサステナブルタウン愛南（仮）

⇒町横断的な組織による、サスティナブルに軸足を置いた「付加価値」をテーマとした海業

23



■ コンセプトのイメージ図

海業振興モデル地区の申請で主張したこと（令和5年1月20日時点）
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海業推進会議について
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町の未来を担う若者、町民皆様からの提案
※町内小中学校へのアンケート実施

※南宇和高校、愛大南水研へのアンケート及び意見交換 等

運営委員会

海業推進会議の構成イメージ

全体会

テーマ

漁業・
水産業

農林業 飲食・
販売業

宿泊・
旅行業

レ
ジャー

行政
商工・
観光業 金融業

教育・
研究

地域お
こし協
力隊

メディ
ア

○○イベント

Pop!
Pop!

Pop!
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愛南町海業推進会議の様子
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■ 第１回海業推進会議の風景（これまで５回実施）



スピンオフ会
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海業グランドデザイン
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海業グランドデザイン
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海業グランドデザイン
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海業グランドデザイン
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海業グランドデザイン
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Umidasについて（案）

海業推進会議Ｕｍｉｄａｓ

愛南町海業グランドデザイン

運営委員会

・愛南町役場海業推進室

事務局 （⇒法人化を視野）

プロジェクト プロジェクト プロジェクト プロジェクト

人材リンク

協働の循環と拡大

養殖
見学

加工場
見学 宿泊

研究
者 ガイド

ツアー

真珠
体験

観光
船

ダイビ
ング

飲食
店

シー
ボーン

ブルー
カーボ
ン メディ

ア

公共
施設

ぎょ
しょく

【役割】

➢ 海業の方向づけ

➢ アイデア出し

➢ グランドデザインの

フォローアップと更新

➢ 情報収集と共有

➢ 広報活動

【役割】

➢ 各プロジェクト支援

➢ 補助金等の獲得、管理

➢ 地域商社機能の獲得

34

➢ プロジェクト企画・広報

➢ オンライン＆リアルサロン



海業グランドデザイン
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海業グランドデザイン

36



海業グランドデザイン
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海業グランドデザイン
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海業グランドデザイン
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令和５年度の海業推進会議委員と会議開催回数
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